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全般

デバイスその他事業

15.5%

各部門別の概況をご報告します。

営業利益の概況（通期）

売上高の部門別構成比（通期）

エレクトロニクス
機器事業

84.5%

売上高は、5,266 億円となりました。

エレクトロニクス機器事業

高級ブランドとして定着した
電波時計「ＯＣＥＡＮＵＳ」が、
大きくシェアを伸ばすなど好
調に推移しました。特に電波
時計は、フルメタル仕様、世界
５局（日本２局、米国、ドイツ、
英国）の標準電波対応の高価
格帯モデルの伸長により、時
計全体の売上高に占める電波
時計の比率が50%に達するな
ど大きく拡大しました。

時計部門

売上高

■売上高の推移

86,922 百万円

デジタルカメラは、1,000 万画
素クラスで世界最小・最薄の

「ＥＸＩＬＩＭ ＣＡＲＤ ＥＸ
－Ｓ１０」など各種差別化機
能を強化した新モデルを積極
的に展開するなど前期に引き
続き堅調に推移しました。業
界シェア No.1 の電子辞書「Ｅ
Ｘ－ｗｏｒｄ」も好調に推移
しました。

コンシューマ部門

売上高

■売上高の推移

228,634 百万円

 （株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ
と「 ｉＤ TM」を中心としたク
レ ジ ッ ト サ ー ビ ス の 電 子 決
済関連サービスや店舗の売上
集計や分析ができる店舗支援
サービスを提供する合弁会社

「（株）CXD ネクスト」を設立
するなど、新たなビジネス展
開を図りました。

情報機器部門

売上高

■売上高の推移

45,296 百万円

携帯電話が、デジタルカメラ
の技術を駆使した「ＥＸＩＬ
ＩＭケータイ Ｗ５３ＣＡ」と
2.8 インチワイドＱＶＧＡ有
機ＥＬディスプレイを搭載し
た「Ｗｏｏｏ（ウー）ケータイ 
Ｗ５３Ｈ」が大ヒット商品と
なるなど、下半期に大きく伸
長しました。

MNS 部門

売上高

■売上高の推移

165,800 百万円

売上高は、280 億円となりま
した。

その他部門

売上高

■売上高の推移

28,030 百万円

ＴＦＴ液晶は需要の回復から
単価下落が止まる中、携帯電
話向け、ＧＰＳ向けのアプリケ
ーション比率を高めるなど堅
調に推移しました。カシオマ
イクロニクス（株）は、本年３
月に日立電線（株）との間で、
フィルムデバイス事業の事業
譲渡に関する株式譲渡契約書
を締結、抜本的事業構造の変
革に努めました。

デバイス部門

売上高

■売上高の推移

68,368 百万円

売上高は、963 億円となりました。

デバイスその他事業

コンシューマ部門

36.7%

MNS 部門

26.6%

時計部門

13.9%

7.3%

情報機器部門

11.0%

デバイス部門

4.5%

その他部門

■エレクトロニクス機器事業 ■デバイスその他事業
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SEGMENT INFORMATION

エレクトロニクス機器事業
デバイスその他事業
消去又は全社

30,000




